
昭和63年 N0.695

12/5
毎月5 ・20日発行

市のようす(11 月1 日現在)

人 口449,414 人(+881)

男227,868 人(+400)

女221,546 人(+481)
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運
動
公
園
野
球
場
に
照
明
設
備

来
年
4
月
か
ら
貸
し
出
し
開
始

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
上
本
郷
の
運
動
公
園
野

球
場
に
、
照
明
塔
六
基
が
設
置
さ
れ
来
年
四
月
か
ら

ナ
イ
タ
ー
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
夜
九
時
ま
で
野
球
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
平
日
プ
レ
ー
や

土
・
日
曜
日

、
祝
日
な
ど
も
利
用
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

軟
式
野
球
を
楽
し
ん
で
い
る
市

民
に
待
望
の
照
明

設
備
が
、
上
本

郷
の
運
動
公

園
野

球
場
に
設
置
さ

れ
、

来
年
四
月
か
ら
利

用
で

き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
市
内
に
は
、
一
般
に
貸

し
出
し
て

い

る
野
球
場
で

、
照
明

設
備
の
あ
る
も
の
は
、

あ
り
ま
せ

ん
で

し
た
。

年
々

増
え
て
い

る
軟
式
野
球
に

親
し
む
市
民
の
間
か
ら

、「
市
内
で

も
ナ
イ
タ
ー
が
で
き
る
球
場
を
」

と
の
声
が
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

夜
九

時
ま
で

使
え
ま
す

運
動
公
園
野
球
場
に
つ
い
て
も
、

市
民
一
般
に
貸
し
出
し
し
て
い
ま

す
。土
・
日
曜
日
と
祝
日
の
貸
し
出

し
は
、
原
則
と
し
て
登
録
チ
ー
ム

に
よ
る
抽
選
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

設
備
の
整
っ
た
運
動
公
園
野
球
場

は
倍
率
が
高
く
、
今
年
四
月
か
ら

九
月
末
ま
で
の
利
用
者
も
二
百
三

十
二
件
、
延
べ
八
千
五
百
十
一
人

に
上
っ
て
い
ま
す
。

照
明
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
夜
九
時
ま
で
利
用
が
可
能

に
な
り
、
平
日
の
仕
事
が
終
わ
っ

て
か
ら
プ
レ
ー
も
楽
し
め
、
い
っ

そ
う
効
果
的
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

照

明

塔

六

基

を

設

置

設
置
さ
れ
る
照
明
塔
は
、
高
さ

二
十
㍍
の
も
の
が
六
基
で
、
予
算

額
は
一
億
三
百
五
十
万
円
。

一
基
当
た
り
の
灯
数
は
、
メ
タ

ル
ハ
イ
ラ
イ
ド
ラ
ン
プ
九
灯
と
高

圧
ナ
ト
リ

ウ
ム
ラ
ン

プ
九
灯
の
あ

わ
せ
て

十
八

灯
で

す
。

こ
れ
に
よ
り
、
バ
ッ
テ
リ
ー
間

は
八
〇
〇
ル
ク
ス
、
内
野
〇
ル
ク
ス
、

外
野
三
三
〇
ル
ク
ス
と
な
り
、
軟
式
野

球
を
楽
し

む
に
は
十
分
な
明

る
さ

と
な
り

ま
す

。

マ

詳
細
・
:
市
民
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
四
6
3
1
9
2
4
1

番

市民の憩いの場でもある運動公園

市民野球のメッカ 運動公園野球場でのハッスルプレー

1
2月
定
例
市
議
会
7
日
か
ら

議
案
1
0件
を
審
議
予
定

十
二
月
定
例
市

議
会

が
、
十
二

月
七
日
か
ら
十
九
日
ま
で

の
十
三

日

間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ

ま
す
。

今
回
審
議
が
予
定
さ
れ
て
い

る

議
案
は
次
の
十
件
で

す
。

条

例

の

制

定

に

つ

い

て

マ
松
戸
市
吏
員
退
職

金
等
の
年

額

の
改
定
に

関
す

る
条
例
の

一
部

を
改
正
す

る
条
例
の

制
定
に
つ

い
て
=
恩
給
法
の
改
正
に
準
じ
、

退
職
年
金
等
の
年
額

を
改
定
す
る

た
め

マ
松
戸
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
…
地
方
税
法
の
改
正

に
伴
い
、
保
険
料
に
関
す
る
申

告
方
法
の
整
備
を
図
る
た
め

松
戸
市
公
衆
便
所
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す

る
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
・・・
新
松

戸
駅
前
に
公
衆
便
所

を
設
置
す
る
た
め

そ

の

ほ

か

マ
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
三
件
・
・
・

市
営
住
宅
の
適
切
な
維
持
管
理

を
行
う
た
め

マ
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の
決

定

に
つ

い

て
・
・
当

事

者

双

方

の

意

見

が

一

致

し

た

た

め

マ

損

害

賠

償

の

額

の

決

定

に

つ

い

て
当
事
者
双
方
の
意
見
が
一

致

し

た

た

め

マ

市

道

路
線

の

廃

止

及

び

認

定

に

つ

い

て
=
・
開

発

行

為

等
か

ら

の

道

路

引

き

継

ぎ
に

伴

い

、
市

道

路

線

の

組

み

替

え

等

を

行

い

、

市

道

路

線

と

し

て

公

共

の

用

に

供
す
る
た
め

マ

財

産

の

取

得

に

つ

い

て
・
・・
学

校

用
地
を
確
保
す
る
た
め
(
仮
称
・

小

金

第

二

中

学

校

用

地
)

年末年始のゴミ収集

年内は12月30日(金)まで

来年は1 月4 日(水)から

大

掃

除

は

お

早

め

に

年
内
の
ゴ
ミ

収
集
は
十
二
月
三

十
日
(

金
)

ま
で

行
い
、
来
年
は

一
月
四

日
(
水
)
か
ら

開
始
し
ま
す

。

収

集
日
別
の

日
程
は
左
表
の
と

お
り
で

す
。
自
分
の
地
区
の
収
集

日
を
確
認
し
て
、
ゴ
ミ
を
出
し
て

下

さ
い
。

例
年
、
十
二

月
二
十
日

を
過
ぎ

る
と
、
各
家
庭
で

大
掃
除
を
す
る

た

め
に

、
集
積
所
に

出
る
ゴ
ミ
が

増
え

ま
す
。

大
掃
除
は
早
め
に
し
て

、
ゴ
ミ

が
集
中
し
な
い
ふ

つ
に

ご
協
力
下

さ
い
。

粗

大

ゴ

ミ

は

申

込

制

十
二
月
に
入

る
と
、
粗

大
ゴ
ミ
処

理
の
申
し
込
み
も
多
く
な
り
ま
す

。

申
し
込
み
が
遅
れ
る
と
、
年
内

に

処
理
で

き
な
い
場
合

が
あ
り
ま

す

。
早
め
に

申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

マ

詳
細
=
・
清
掃
第
一
課
業
務
係

し

尿

く

み

と

り

も

1
2月
3
0
日
(

金
)
ま

で

年
内
の
し

尿
く
み
と
り
は
、
十

二

月
三
十
日
(
金
)
ま
で

行
い
、
年

明
け
は

一
月
四

日
(
水
)
か
ら
で

す
。

年
内
に
緊
急
収
集
が
必
要
な
家

庭

は
、
早
め
に
ご
連
絡
下

さ
い
。

マ
詳
細
=
清
掃
第
二
課
指
導
係

燃やせるゴミ

最終
収集日

収集
開始日

月・水・金地区 12/30忠 1/41*)

火・木一土地区 /29内 /5(本)

燃やせないゴミ

最終
収集日

収集
開始日

月・水地区 12/28祟 1/4( 刳

火・木地区 /29(判 /5 沛)

水・金地区 /30瀏 /4(加

木・土地区 /29(村 /5 困

月・金妁区 /30剛 /6 愬

火・土地区 /27(火) /7(力

資源ゴミ・有害ゴミ

最終
収集日

収集
開始日

月曜日地区 12/26回 1/9( 月)

火曜日地区 /27(火) /10(火)

水曜日地区 /28(水) /4(昶

木曜日地区 /29内 /5 困

金曜日地区 /30(S /6愬

土曜日地区 /24(士) /7 山

リサイクル地区( 資 源

ゴ ミ月1回収集) は年間

日程表のとおりです。

門
松
カ
ー
ド
1
0
日
か
ら
配
布

十
二
月
十
日
全
)
か
ら
市
役
所
玄
関
受
付
、
各
支
所
、
広
報
課
で

門
松
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

枚
数
は
一
世
帯
に
一
枚
で
す
。

町
会
・
自
治
会
単
位
な
ど
、
ま
と
ま
っ
た
枚
数
を
ご
希
望
の
人
は

地
域
振
興
課
へ
お
越
し
下
さ
い
。

▽
詳
細
…
広
報
課



みんなの力で
のばそう地下鉄

市民会館で行われた住民決起大会

住民決起大会

1,200人が参加

「
地
下
鉄
八
・
十
一
号
線
の
松

戸
延
伸
早
期
実
現
を
願
う
松
戸
市

住
民
決
起
大
会
」
が
、
十
一
月
八

日
に

市
民
会
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
の
力
で
の

は
そ
う
地
下

鉄

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

市
民
を
は
じ
め
県
副

知
事
、
営
団
理

事
、

国
会
議
員
ら
千

二
百

人
が
参
加
し
ま
し

た
。

当
日
は
、
壇
上
に

市
内
で
集
め
た
三
十

七
万
人
余
り
の
署
名
に
、
江
東
・

墨
田
・
葛
飾
三
区
の
署
名
を
合
わ

せ
た
八
十
六
万
人
以
上
の
署
名
簿

が
積
み
上
げ
ら
れ
、
来
賓
の
あ
い

さ
つ
、
市
民
代
表
の
意
見
発
表
、

さ
ら
に
大
会
決
議
と
熱
の
こ
も
っ

た
大
会
に
な
り
ま
し

た
。こ
の
署
名
簿
を
も

っ
て
、
去
る
十
一
月

二
十
九
日
に
、
運
輸

大
臣
・
営
団
総
裁
に

対
し
て
、
地
下
鉄
松

戸
延
伸
の
一
日
も
早

い
実
現
を
願
っ
て
要

請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
ふ
か
ら

お
礼
に
申
し
上
げ
ま
す
。

マ
詳
細
二
企

画
課

(仮称)

六
高
台
市
営
住
宅
募
集

始
ま
る

順

調
に
進
む
エ
事

1
2
月
1
9
日
受
付
開
始

工事中の(仮称)六高台市営住宅

六

高
台
に
建
設
中

の
市
営
住
宅
が
三
月
中
旬
に
完

成
し
、
六
十

四
年
四

月
か
ら
入
居
で

き
る
よ
う
に
な
り

ま
す

。

百
二

十
戸
の
三
D
K

の

う
ち

、
母
子
世

帯
向
け

に
十

戸
、
老
人

世

帯
向
け
に
八
戸
を
用
意

し
た
ほ
か
、
身
体

障
害

者
向
け

に
も
二

尸

の
二
L
D
K

を
設
け

ま
し
た
。

こ

の
市
営
住
宅
が

完
成
す
る
と
、
市
内
の
市
営
住
宅
の

数
は
、

十
八
ヵ
所
・
三
十
棟
・
千
三
百
=
千
一
戸
に
な
り
ま
す
。

六

高
台
九
丁
目
四
一
番
地
に

建

築
中
の
(
仮
称
)
六

高
台
市

営
住
宅

が
六

十
四

年
三
月
中
旬
に
完

成
し

四

月
一
日

か
ら
入
居
で
き

る
よ

う

に
な

り
ま
す
。

採

光

と

通

風

に

配

慮

(
仮
称
)
六

高
台
市
営
住
宅
の
敷

地
面
積
は
七
、
八
三
五
・
六
六
平

石
㍍
延
べ
床
面
積
は
八
、
〇
〇

五
・
一
七
六
平
方
㍍
、
総
事
業
費

は
約
十
一
億
二
千
万
円
で
す
。

外
観
上
の
特
徴
は
、
各
棟
を
雁

行
状
に
配
置
し
、
吹
き
抜
け
を
設

け
た
り
、
建
物
の
通
り
抜
け
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
採
光
や

通
風
に
配
慮
し
た
こ
と
で
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
五
階

建
て
の
住
宅
は
、
三
棟
百
二
十
戸

で

、
身
体
障
害

者
向
け
の
二
戸
の

二
L
D
K
(

和
室

・
洋
室
各
一
間

に

リ

ビ

ン

グ
ダ
イ

ニ
ン

グ

キ

。

チ
ン
)

剪

除
く
す

べ
て

が
三
D
K

(
和
室
二
間
と
洋

室
一
間
に

ダ
イ

ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
)
の
間
取
り
で

す
。百

十
八
戸
の
三
D
K

の
う
ち
、

十
戸
は
母
子
世
帯

向
け
、
八
戸
は

老
人

世
帯
向
け
で
す
。
老
人
世

帯

向
け

の
部
屋
は
便
利
な
よ
う
三

階
に

配
置
し
て

い
ま
す
。

交

通
は
、
東
武
野
田
線

六
実
駅

か
ら

松
戸
駅
(
五
香
駅
入

口
経
由
)

・
五
香
駅
西
口
行
き
京
成
バ
ス
で

六
分
「
ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー
入

口
」

下

車
徒
歩
五
分
、
ま
た
は
六
実
駅

か
ら
徒
歩
二
十
五
分
で

す
。

申

し

込

み
(
入

居
)
資

格

出
松
戸
市
内
に
六
十
二

年
十
二
月

二
十
四
日

以
前
に
住
民

登
録
を

し
、
現
在
も
住
ん
で
い
る
人
、

ま
た
は
、
同
日
以
前
か
ら

市
内

の

一
定
の
勤
務
場
所
に

勤
務
し

て

い
る
人

ぼ
現
在
、
同
居
し
て
い

る
か

、
ま

た
は

同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族

(
事
実
上

婚
姻
関
係

と
同
じ

状

態
に

あ
る
人

、
そ
の
ほ
か
の
婚

姻
の

予
約
者
を
含
む
)

が
い

る

こ

と

㈹

年
間

総
収
入

が
下

記
収
入
基
準

に

該
当
す
る
人
(

二
人
以
上
の

収
入
か

お
る
世
帯
や
寡
婦

実
)

控
除
、
障
害
者
控
除
な
ど
の
対

象
者
が
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は

金
額
に
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で

住
宅
課
に
問
い
合
わ
せ
て
下
さ

い
〕

申
込
用
紙
の

配
布
と
受
け
付
け

申
込
用

紙
は
、
十
二
月
十
二
日

言

丁

二

十
四
日

呈
)
の
平
日
に

住
宅
課
（
市
役
所
新
館
八
階
)
・
各

支

所
で
配

布
し

ま
す
。

必
要

事
項

を
記
入

し
、
必
要
書

類
を
添
え
て

千

二
月
十
九
日

育
)

上

玉

四
日

呈
)

に
市
役
所
本
館

二

階
大
会

議
室
ま
で

持
参
し
て
下

さ
い

。
受
け
付
け

は
、
午
前
八
時

三
十
分
～

午
後
五
時
(

土
曜
日
は

正

午
)
で
す

。

市
営
住

宅
入

居
者
選
考
委
員
会

で

審
議
し
、

住
宅
困
窮
度
別
に
ラ

ン
ク
分
類
し
た

後
に
公

開
抽
選
を

行
い
、
入
居

者
を

決
定
し
ま
す
。

※
車
で

の
来
庁
は

ご
遠
慮
下

さ
い
。

▽
詳
細
・
・・
住

宅
課
公

営
住
宅
係

市

営

住

宅

入

居

資

格

収

入

基

準

(
六
十
二
年
一
月
~
十
二
月
の
総
収
入
)

給与所得者1 人の場合の早見表

種別 匸 同居・扶養マ 戀 1 人 2 人 3 人 4 人 5 人 6 人

第2 種 総収入金額
最 低
S
最 高

○ 円
S
2,423.999

○ 円
S
2,895,999

○ 円
S

3,359,999

○ 円
S

3.771.999

○ 円
S
4.183.999

○ 円
S
4,595.999

第1 種 総収入金額
最 低
S
最 高

2.424,000
S
3,463,999

2,896,000
S
3,875,999

3,360,000
S

4,287,999

3,772,000
S
4.699,999

4,184.000
S
5,111.999

4,596,000
S
5,523.999

事業所得者1 人の 場合の早見表( 必 要経費控除後の所得 金額)

種別 こ 同居・扶養了 万 1 人 2 人 3 人 4 人 5 人 6 人

第2 種 所得金額
最 低
S
最 高

○ 円
S
1,530,000

○ 円
S
I,860,000

〇 円
S
2,190,000

〇 円
S

2,520,000

○ 円
S

2,85U00

〇 円
S
3,180,000

第1種 所得金額

最 低
S

最 高

1,530,001
S

2,274,000

1.860,001
S
2,604,000

2,19C,001
S
2,934,000

2.520,001
S
3.264,000

2,850,001
S
3.594,000

3,180,001
S
3.924.000

同居・扶養親族数とは、申込者本人を除いた申込時の数です。

案 内 図

しいたけ栽培資材のあっせん

i〉値段…原木( 直径10cm前後、長さ90cm)1 本220 円、種駒20個(原

本1本分)100円、打込用丸ノミ1丁1,800円、ノミ替刃1個500

円、電動ドリル用替刃1 個600 円

r〉あっせん数量・‥原木3,000 本(1人10本まで受け付けし、申し込み

多数のときは抽選します)

l〉対象…市民

E〉配布…あっせん確定者には64年1月下旬に通知します。

l〉申込み…12月20日(火)までに往復ハガキに希望品目・数量・住所

・氏名・電話番号を書いて、〒271 松戸市根本387-5 松戸市役所

農政課内松戸市森林組合へ

障害者に理解を 心のふれあいを大切に

中国語学習会募集

E〉期 間…12 月16 日か らの毎迦金

眼日, 午 後7 時~9 時(1 年

間)。ただし祝日と第5 金 曜日

は除く

E〉会場…新松戸市民センター

l〉内容…基礎から初歩会話

【〉定員…30 人

【〉費用…入会金3,000 円・月会背

2,500 円(6 ヵ 月分前納) と教材

費1,500 円

【〉申込み‥・12月11 日( 日) 午後3

時~4 時の間, 新松戸市民セ

64年度保育所(園)入所の受付け

1〉受付場所…福祉事務所

1〉申請書の配布…福祉事務所と・

各保育所(園)で

l〉入所の決定…訪問調査・書類

調査などによって64年3月中

旬ごろまでに入所の可否を通

知します。

r〉詳細…福祉事務所

ンター和室で、直接受付け

r〉詳細…松戸中国語学習会・赤

坂S41 ―9735番

赤十字看誰学生墓集

E〉申 込み期間…64 年 仟n8 日(水)

まで

E〉資格…高校卒業 もしくは卒業

見込みの人、または文部大臣

が高校卒業 と同等以上の資格

を有すると認めた人

修業年数…3 ヵ年( 全 石制)

募 集人員…30 人

試験日…64 年1 川31 日( 火) 、

２がつい２日(木)

[〉詳細…成田赤十字石護専門学

校00476 ―22 ―2311 内線381番

戸数と概算家賃

種 別 第1 種 第2 種

区 分
一般世帯向け

3DK

一般世帯向け

3DK

母子世帯向け

3DK

老人世帯向け

3DK

身体障害者向け

2LDK

戸 数 30戸 70戸 10戸 8 戸 2 戸

概

算

家

賃

64年度 50,000 円 36,000 円 31,000 円

65年度 51,900 円 37,600 円 32,600 円

66年度 53,800 円 39,200 円 34,300 円

67年度 55,700 円 40,800 円 36,000 円

68年度 57,600 円 42,500 円 37,700 円



同
和
問
題
を
解
消
し
よ
う

差
別
を
な
く
し
て
明
る
い
社
会
に

世
界
人
権
宣
言
が
、
昭
和
二

十
三
年
に
第
三
回
国
連
総
会
で

採
択
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
四

十
周
年
に
な
り
ま
す
。

十
二
月
四
日
～
十
日
の
人
権

週
間
に
は
、
次
の
こ
と
が
強
調

事
項
と
し
て
推
進
さ
れ
ま
す
。

①
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

人
権
意
識
を
育
て
よ
う

②
い
じ
め
、
体
罰
の
根
か
絶
と

③
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

④
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

⑤
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等

を
実
現
し

よ
う

部
落
差
別
は
今
な
お
残
る
重

大
な
人
権
問
題
で

す

。

部
落
差
別
は
、
歴
史
上
の
過

程
で
形

づ
く
ら

れ
た
身
分
差
別

に

出
来
す
る
も
の
で

、
こ
の
た

め
に

、
一
部
の

人
々
が
長
い
間
、

経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
に

低
い

状
態
を
強
い
ら
れ
て

き
ま

し
た

。

六
十
年
に
実

施
し
た
人

権
問

題
意
識
調
査
結
果
で

も
、
同
和

地
区
に
対
す

る
誤

っ
た

認
識
や

偏
見
が
存
在
し
て
い

る
こ

と
が

明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す

。

同
和
問
題
に
対
す

る
正
し
い

理
解
を
広
め
、

お
互
い
の
人

権

を
尊
重
す

る
こ

と
か
ら
は

じ
め

ま
し

ょ
う
。

マ
詳

細
・
=
県
社
会

部
厚

生
課
同

和
対
策
室
豈
一
一
〇
4
7
2
-
2
3

j
2
3
1
6

番

生き生き人生

実りある老後き

生
き
が
い
福
祉
事
業
団

高
齢
者
事
業
部
門

生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
老
後
と
高
齢
者
の
隠
れ
た
才
能

を
社
会
で
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
松
戸
市
生
き
が
い
福
祉

事
業
団
の
高
齢
者
事
業
部
門
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
引
き

受
け
て
、
会
員
へ
紹
介
し
て
い
ま
す
。

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
、
お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
人
な

ら
ば
、
だ
れ
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。

実
り
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
に
、
あ
な
た
も
会
員
に
な
つ
て

み
ま
せ
ん
か
。

慣れた手つきで塀を修理

松
戸
市
生
き
が
い
福
祉
事
業
団

は

、
松
戸

市
に
住
む
高
齢
者
と
心

身
障
害
者
に

働
く
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
人
だ

も
の
社
会

参
加
を
図
る
と
と
も
に

生
き
が
い
を
確
保
し
、
福
祉
の
増

進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て

昭
和
五
十
五
年
に
設
立
さ
れ

た

財
団
法
人
で

す
。

生
き
が
い

福
祉
事
業
団
の
高

齢

者
事
業
部
門
に
は
、
お
お
む
ね
六

十
歳
以
上

の
高
齢
者
約
千
三
百
人

(
男
性
七
割
・
女

性
三

割
)
が
会

員

と
し
て

登
録
さ
れ
て
お
り
、
お

年

寄
り
の
技
能
が
再
び
社
会
で
活
用

さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に

喜

ば
れ
て

い
ま
す
。

事
業
団
の
利
用
者
も
一
般
家
庭

を
中
心
に
増
え
て

お
り
、
植
木

・

大
工

・
塗
装
な
ど
の
仕
事
の
注
文

が
多
く
、
こ

れ
ら
の

技
能
を
持
つ

お
年
寄
り
は

大
変
忙
し

い
状
態
で

す
。昨

年
度
、
事
業
団
が
引
き
受
け

た
仕
事
の
件
数
は
千
七
百
七
十

件
、

就
労
人
数
は
延

べ
四
万
八
千
六
百

九
十
一
人
に
上

り
、
会
員
の
収
入

と
な
っ
た
配

分
金
は
一
億
二
千
四

百
六
十
二
万
三
千
八
十
三
円
で
し

た
。

会

員

募

集

生
き

が
い

福
祉
事
業
団
で

は
、

常
時
、
会
員
公

易
集
し
て
い
ま
す

。

会

員
に

な
る
た
め
に
は
事
業
団

へ

登
録
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま

す

。
マ
入

会
条
件
・
・
次

の
事
項
に
該
当

す

今

人
が
入

会
で

き
ま
す
。

①
既
に

勤
め
を
や
め
た
人

、
ま
た

は

家
庭

婦
人

な
ど
で

現
在
職
に

つ
い
て
い

な
い
人

②
お
お
む
ね

満
六
十
歳
以

上
の
人

③
経
験
や

能
力
を
生
か
し

た
仕
事

を
し
て
み

た
い
人

④
健

康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人

▽
申
し
込
み
・
吉

言

が
い

福
祉
セ

ン
タ
ー
、
市
役
所
な
が
い
き
課

そ
の
ほ

か
七

ヵ
所
の

老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
市
民
セ
ン
タ
ー
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
写
真
を

持
参
し
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

特
に
技
能
を
持
つ
人
が
不
足

し
て
い
ま
す
の
で
、
入
会
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
月
々
の
会
費
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
仕
事
の
種
類

仕
事
は
、
会
員
一
人
ひ
と
り
の

自

覚
の

も
と

、
誠
実
で
丁

寧
な
仕

事
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。

事
業
団
で

受
け

付
け
て
い

る
仕

事
の
内

容
は

次
の

と
お
り
で

す
。

事

務
整
理
こ
・
毛
筆
、
筆
耕
(

表

彰
状

・
感

謝
状
な
ど
)
、
宛
名
書

き
ほ
か

渉

外
・・
・
チ

ラ
シ
配
布
、
交
渉
、

外
交
ほ
か

技
能
…
植
木
の
手
入
れ
、
大
工
、

ふ
す
ま
張
り

、
塗
装
、
左
官
は

か

一

軽
作
業
=
・
除
草
、
清
掃
、
現

場

片
づ
け
、
工
場
内
軽
作
業
ほ
か

◆
サ
ー
ビ
ス
・
=
家
事
手
伝
い

、
留

守
番
ほ
か

仕
事
の
注
文
・
詳
細
:
生

き

が

い
福
祉
事
業
団
四
8
4
-
3
1
9

1
番

剪定に熱が入ります。

児
童
扶
養
手
当

十
二
月
期
分
の
支
払
い

児
童
扶
養
手
当
の
六
十
三
年
十

二
月
期
分
の
支
払
い
は
、
郵
便
局

で

受
け

取
っ
て

い
る
人
は
十
二
月

十
二
日
(
月
)
か
ら
、
口
座
振
り
込

み
で

受
け
取
っ
て
い
る
人
は
十
二

月
十
九
日
(
月
)
か
ら
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
証
書
は

現
況

届
審
査
の
た
め
お
預
り
し
て

い
ま
し
た
が
、
審
査
が
終
了
し
ま

し
た
の
で
、
十
二
月
五
日
言
)
か

ら
交
付
し
ま
す
。
児
童
扶
養
手
当

証
書
保
管
証
と
証
書
に
使
用
し
て

い
る
印
鑑
を
持
っ
て
、
援
護
課
ま

で
お
い
で
下
さ
い
。

マ
詳
細
・
=援
護
課
援
護
係

遺
児
手
当
十
二
月
期
分

十
二
日
(
月
)
に
振
り
込
み
ま
す

遺
児
手
当
の
十
二
月
期
分

八

月
~
十
一
月
)
を
十
二
月
十
二
日

月
)
以
降
に
振
り
込
み
ま
す
の
で

確
認
し
て
下
さ
い
。

遺
児
手
当
は
、
両
親
ま
た
は
父

毋
の
一
方
と
死
別
し
た
義
務
教
育

終
了
前
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

人
に
支
給
し
ま
す
(
現
況
届
提
出

者
お
よ
び
新
規
認
定
者
)
。

変
更
届
は
忘
れ
ず
に

受
給
内
容
に
次
の
よ
う
な
変
更

か
あ
っ
た
と
き
は
、
援
護
課
へ
届

け
て
下
さ
い
。

O
受
給
者
ま
た
は
遺
児
が
市
外
へ

転
出
す
る
と
き

○
市
内
で
の
住
所
変
更
や
振
込
先

銀
行
を
変
更
す
る
と
き

○
氏
名
を
変
更
す
る
と
き

○
受
給
者
が
婚
姻
し
た
と
き

▽
詳
細
・
・
援
護
課
援
護
係

心から心へ

大切なこと伝えたい
第40回人権週間はじまる

12月4 日~10日

人
間
は
、
だ
れ
で
も
「
幸
福
な

生
活
を
送
る
権
利
」
か
持
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
、
人
権
と
い
わ
れ

る
も
の
で
す
。

法
務
局
で
は
、
人
権
に
つ
い
て

の
正
し
い
理
解
と
、
相
手
の
立
場

を
考
え
た
明
る
い
社
会
を
築
く
た

め
、
次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

特

設

人

権

相

談

所

マ
日
時
=
一
十
二
月
十
日

千

早

前

十
時
~

午
後
三

時

会
場
・
:
伊
勢
丹
松
戸

店
十
一
階

特
別
会
議
室

マ
相
談
内
容
・
=
い
じ

め
、
家
庭
問

題
(

親
子
・
相

続
な

ど
)

、
借

地
、
借
家
、
名
誉
、
信
用
、
差

別
、
い
や

が
ら
せ

な
ど
、
人

権

上

の
問
題
や
悩
み

ご
と

マ
相
談
員
二
・
法
務
局
職
員

、
人

権

擁
護
委
員

マ
詳
細
・・
単

葉
地
方
法

務
局

松
戸

支
局
&
6
3
-
6
2
7
8

番

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

12月

４

特
殊
学
級
合
同
作
品
展
=
七

日

～
十
一
日

奉
松

戸
日

中
水
墨
画
学
習
展
=
千

四
日

～
十
八
日

開
館
時
間
は
月
曜
・
祝
日
を
除
く
毎
日
午
前
十
時
～
午
後
六
時

初
日

お
よ
び
最
終
日

に
は
変
更
も
あ
り
ま
す

。

(
文
化
ホ
ー
ル
四
6
7
-
7
8
↓
O

番
)

映
画
と
人
形
劇
お
は
な

し
キ
ャ
ラ
バ
ン

(
入
場
無
料
・
三
～
九
歳
く
ら
い
が
対
象

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
で
ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
L一`一
6
3
-
9
9
9
9

番

十
六
[
[
]

十
五
日

十
四
日
九
日
八
日

士

司

七
日

期

日

二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

東
部
ス

ポ
ー
ツ

パ
ー
ク

図

書

館

本

館

小
金
北
市
民
セ
ン

タ
ー

稔

台

市

民

セ
ン

タ
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体操コース参加者募集

種 目 内 容 曜日 時 間

エアロビクス
ダン ス

音楽にのつてジョ ギングを中 心に体力
アップ

木
午前10時
~11時30分

く つろぎ体操
操 体法やマッ サージなど で体のバラン
ス調整

木
午後1 時30分

~3 時シェ イプ
アップ体操

ボ ール・棒など手 具を使っ て体力づく
り

金

※エアロビクスダンスは1 月か

ら3 ヵ月で1 コースのサイク

ルで行います。

【〉会場…健康増進センター

【〉費用…毎回300円

E〉定員…各コース60人

【〉対象者…市内在住または在勤

で20歳以上の人。初めての人

は、健康増進センターで健康

増進指導コースを受けて下さ

い(1 年以上経過した人はく

改めて受けて下さい)。その結

果、健康上支障なければ、希

望の日から参加できます。

詳細…健康増進センター昔65

-5588 番

十
一
月
二
十
日
号
に
掲
載
し
ま
し
た
六
十
二
年
度
決
算
概
要
で

一
部
訂
正
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
し

ま
す
。

(
誤
)
6
3
年

度
(

正
)
6
2
年

度

62年度事業別請負状況

事業別 受注件数 就労人数(延べ)

一般家庭 1,164件 3,823人

企業商店 286件 6,661人

公共団体 320件 38,207人

合 計 1,7煩 牛 48,691人



松戸市の職員給与等について
市民のみなさんに松戸市の一般

職および特別職の給与等について

理解していただくため、その概要

をお知らせします。

職員手当の状況

職員手当の状況

区 分 松 戸 市 国

期末手当

勤 勉手当

(支給割 合) 期ま 手当 勤勉手当

62率q2月期1.9 月分0.6 月分

63率3 月期0.5 月分 一 月分

、6 月期1.4 月分0.5 月分

計3.8 月分1.1 月分

( 支給割合) 期ま手当 勤 勉手当

62率12月 期1.9 月 分0.6 月分

63率3 月 期0.5 月 分 一 月分

6月期1.4月分0.5月分

計3.8 月 分1 八月分

退職手当

( 支給率) 自己 都合 勧奨・定率

勤続20率21 月分38.701 月分

勤続25率28.375 月分50.838 月分

勤続35年48.125 月分73.1655 月 分

最高限度額61.875 月分73.1655 月 分

その他の加算措置 制度なし

退 職時特別昇給

勤続20年以上の 勧奨 一定 率退職者2 号俸

(支給 率) 自己 都合 勧奨 ・定年

勤続20率21 月 分28.875 月分

勤続25率33.75 月 分44.55 月分

勤続35年4 フ.5月 分62.7 月分

最高限 度額60 月 分62.7 月分

その他の 加算 措置.

定率 前早期 退職特例措置(2%~20% 加算)

退職時特別昇 給1 号俸

1。退職手当支給率は昭和63年4 月1 日現在です。'

2.松戸市の自己都合の最高限度額については、15歳採用の者が60歳まで勤務し、45年間勤
続した率です。

3.松戸市の勧奨・定年退職者の退職手当支給率については、昭和62年3月31日から昭和64

年3 月31日までの間に毎年率が引き下げられます。

調 整 手 当

(63 率4 月

1 日 現在)

支給対 象地域 全 地 域

支給率 10%

支給対象 職員数 3,052人

国 の制度( 支給率) 3%

支給対象職員1 人当たり 平均支給年額(62 率度決算) 301,285 円

特 殊 勤 務

手 当

(62年度)

区 分 全 職 種

職員 全体に占める手当 支給職員の割合 46.4%

支給対象職員1 人当 たり 平均支給率額 58,276 円

手当 の種類( 手当 数) 29種類

代 表的な 手当の名称

支給額の多い手 当
技術研究調査手当、 保育手当、し
尿・ゴミ 等収集 処理手 当、特殊現
袒勤務手当、目 動車運転手当

多く の職員に支 給

されている手当

保育手当、危険作業手 当、技術研

究調査手当、税務手当、救急出動手当

時 間 外

勤 務 手 当

62年 度
支給総 額 629,096 干円

職員1 人当 たり 支給率額 235干円

61率度
支給総 額 651,544 千円

職員1 人当 たり 支給率額 243干円

(63年4 月1 日現在)

区 分 内 容 国の制度
と の異同

国の制 度と 異な る内容

扶養手当

配偶者15,000円

配偶者以外の扶養親族のうち2入 各4,500 円

配偶者なしの扶養親族のうち1人10,000 円

その他の扶養 親族 ・1,000 円

同 じ

住居手当

借家・借間居住者

・8,500円を超え16,500円以下の家賃支払者

家賃-8,500 円

・16,500円を超える家賃支払者

(家賃う6,500円)×兄十8,000円≦18,000円

持家居住者等
,新築・購入後5 年間4,500 円

・その他3,500 円または1,000円

異なる

国の場合

借家 ・借 間居住者

・11,000円を超え20,500円以下の家賃支払者

家賃-11,000円

・20,500円を超える家賃支払者

(家賃-20,500円)×沁十9,500円≦18,000円

持家居住者

・新 築・購入後5 率間2,500 円

・その他1,000 円

通勤手当

21,000 円以下の運 賃 運賃の全 額

21,000円を 超える 運賃

(運賃21,000円)×%十21,000円≦26,000円

同じ

特別職の報酬等の状況(63 年11月1 日現在)

区 分 報 酬 等 月 額 期 ま 手 当

市 長

助 役

収 入 役

860,000円

720,000円

630,000円

(支給割合)

62年12 月期2.5 月 分

63年3 月期0.5 月 分

6 月期1.9 月 分

計4.9 月分

議 長

副 議 長

議 員

600,000円

540,000 円

480,000円

・詳細…人率課給与係

職員給与等の状況

人件費の状況( 普通会計決算)

区 分
住民基本台帳

人口( 年度ま)

歳 出 額

A

実質 収支 人 件 費

B

人 件費率

(B/A)

(参考)

61率度の人件費率

62年度
(63.3.31)

439,106 人

干円

75,136,193

千円

2,682,607

干円

19,082,764

%

25.4

%

2八3

人件費には給料、報酬、諸手当、共済背等が含まれます。

一般職員給与費の状況( 普通会計当初予算)

区分 職員 数A
給与費 1 人 当たり

給 与 費
(B/A)

職員1人当たりの住民数

給料 職員 手当 期末勤勉手当 計B 松戸市 県内市分平均

33年度
(63.4 、1)

3,104人

千円

9,142,081

千円

2,808,255

干円

4,257,052

干円

16,207,388

千円

5,221

人

141.5

人

119.4
……… 一 一
1.この「職員手当」には、管理職手当、扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当、特殊
勤務手当、時間外勤務手当等が含まれ児童手当、退職手当を除いたものです。

2.職員1 人当たりの住民数は、職員が少なければ少ないほど数値が高くなりますO 松戸市
は、他市に比べ少ない職員数で市の仕率を遂行しています。

職員の平均給料月額および平均年齢の状況(63 年4 月1 日現在)

区 分
一般行政職 技 能 労 務 職

平均 給料月額 平均年 齢 平均 給料月額 平均年 齢

松戸市 242,400円 37歳1 月 232,600円 48歳5 月

国 240,510円 39歳5 月 220,720円 47歳 フ月

1。一般行政職とは、税務職、医療職、消防職、教育職、企業職、技能労務職などをいいます。

員をいいます。

2.技能労務職とは、自動車運転手、守衛、作業貝、用務員、給食調理員等をいいます。

職員の初任給の状況(63 年4 月1 日現在)

区 分
松 戸 市 国

初 任 給 採用2 年経過日の
給 料 額

初任給 採 用2 年 経過日 の
給料額

一 般行 政職
大学率 134,000円 148,200円

I 種137 、400円 151,400 円

II種11 フ,900円 130,100円

高校率 108,600円 116,500円 99,500 円 105,900円

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(63 年4 月1 日現在)

区 分 経験年 数10年 経験年 数15率 経験率数20年

一 般行政職

大学率 214,4フ5円 253,141円 308,680円

高校率 189,884円 216,653円 252,767円

技 能 労 務 職 177,300円 191,209円 222,219円

経験年数とは。学校卒業後直ちに市に採用され引き続き勤務している場合には採川後の
年数をいい、採用前に民間歴等のある場介には、その期問を換算し採用後の年数に加算し

た年数をいいます。

一般行政職の級別職員数の状況(63 年4 月1 日現在)

言ト マし 8 級 フ 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級 計

標 準 的 な
職 務 内 容

部 長 課 長 補佐 主 幹 副主幹 係 長 主任

主事 事務
員技

術員

/
職 員 数 22人 118人 56人 136人 18フ人 480人 802人 79人 リ80 人

構 成 比 1.2% 6.3% 3.0% 7.2% 9、9% 25.5% 42.7% 4.2% 司O%

参

考

1 率 前 の
構 成 比

气2% 6.0% 3.0% 8.1% 4.1% 23.796 51 パ% 2.8 ° 100%

匹 ぐ 1 等級 2 等級 3 等級 4 等級 5 等 級 6 等 級 / ダ
5 年 前 の
構 成 比

1,2% 5.7% 10.5% 13.6% 64 パ% 4.9% 100%

1。給与条例に基づく給科表の職区分による職員数です。
2.標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

3.昭和61年4月1日から従前の6等級制を8級制に改めました。

昇給期間短縮の状況

区 分 合計 一 般行政職 技能労務職

62率度

職 員 数(A) 2,450人 1,894人 556 人

普通昇給期間(12~24月)を
短縮して昇給した職員数(B) 46人 34人 12人

比 率
(B)(A) 1、9% 气8% 2.2%

61率度

職員数(A) 2,44フ人 1,886人 561 人

普通昇給期間02~24 月) を短縮し て昇給した職員 数(B) 24人 18人 6人

比 率
(B)/CA)

1、o% 1.0% 1.1%
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仕

率
を
し

、

「
や
り
方
を

教
え

る
課
」
と

し
て

進
ん
で
行
き
ま
す

。

マ
詳
細
す
ぐ
や
る
課

課員総出で、道路補修

特殊な道具を用いて横断管を清掃

慎
重
な
作
業
で

、
駆
除
は
成
功

改良した掃除機でハチを吸い取ります

6465年度

物
品
買
入
れ
等
指
名
競
争
入
札

参
加
希
望
者
の
受
け
付
け

マ
受
付
期
間
と
時
間
上
(
十
四
年

一
月
十
七
日
(
火
了

二
月
四
日

呈
)
、
率
日
=
午
前
八
時
三
十

分
～
午
後
四
時
三
十
分
・
上
曜

日
=
午
前
八
時
三
十
分
~
正
午

マ
受
付
場
所
=
企
画
財
政
部
管
財

課
、
清
掃

部
管
理
課
、
教
育
委

員
会
庶
務

課
、
水
道

部
庶
務
課
、

消
防
局
総
務
課
、
市
立
病
院
管

財
課

マ
業
務
内
容
・
・・
①
市
が
発
注
す
る

備
品
、
消
耗
品

、
印
刷

物
件
な

と
を
納
入
で
き

る
業
者
②
委
託

業
務
を
受
注
で
き

る
業

者

マ
申
請
書
=
・
昭
和
六
十
四

年
二
月

四

日
玉
)

ま
で
市
役
所
地
下
売

店
で

販
売

り
市
で

は
、
隔
率
受
付
制
を
採
用

し
て

お
り
、
資
格
は
二
年
間
有

勤
で

す
が
、
申
請
内
容
に
変
更

が
あ

れ
ば
、
そ
の

都
度
変
更
届

を
提

出
し
て
下

さ
い

。

マ
詳
細
・
二
管
財
課
用

度
係

手数料・保険料・各種税

今

月

の

納

期

は

｀
市

・
県
民
税
(
第
四

期
納

期
限
)
=
十

二
月
二
十
八
日

し
尿
処
理
手

数
料
(
人
頭
制
)
納
期
限

十

二
月
二
十

八
日

早
め
に
納
付
(
納
入
)お

願
い
し
ま
す
。

安全・確実な
口座振替のご利用を

文化ホール科学教室

【〉日時…12 月18 日( 日) 午前11 時

~午後3 時

【〉会場…文化ホール

i〉テーマ…「彦一凧を作ろう」

C〉定員…先着30 人( 小学校5 年

生以上 の人)

l〉持ち 物…小刀・はさみ・のり

・ものさし・えんぴつ・マジ

ッ ク・毛 糸針・凧糸(1 巻) ・

昼 食

C〉申込み…12 月6 日( 火) 午前9

時30 分から電話で文化ホール

容67-7810 番 へ

ふるさと便

「松戸名産のねぎ」

l〉価 格…矢切 ねぎ1 箱( 泥 ねぎ

6kg 入り)=2,000 円, ア ジサ

イねぎ( 葉ねぎ)1 箱( 洗ねぎ

1.5kg 入り)=1,500 円

※いずれも送料別

l〉引渡し ・発送…12 月15 日(木)

~25日(日)

l〉申込み…12月5 日(月)~20日

(火)の間に、直接矢切ねぎは

松戸市農協経済センター(容

41-5151 番) または最寄りの

同農協各支店へ、アジサイね

ぎは千葉小金農協(S42-107

9番)へ

と も し び 読 書 会

c〉日時…12月15日(木)午前10時

~正午

r〉会場‥・婦人会館和室

t〉費用…500円

E〉テ キスト ‥.「無常ということ」

小林秀雄著

I〉詳細…神尾Q45-7491 番

経営・融資相談

じ〉日時…12 月21 日( 水)午 前10

時~ 午後4 時

【〉会場…市役所市民相談コー

ナー

E〉相談内容…経営および融資

全般(中小企業経営コンサ

ルタントが相談)

r〉費用…無料

r〉詳細…商工課振興係

昭和63年度

障害者問題地域福祉講座

【〉日時・■・121】10日(土) 午後1

11時30分から

l〉会場・ 柏市教育福祉会館

l〉内容…①講話「聴覚障害者

( 児)の問題について一聞こ

えない 人との関わり方」、

講師・川根薫氏②映画「晴

れ間~ 膏なき世 界からの声

~」( 上 映時間30 分)

l〉対 象…中・高校生以上の県民

C〉費用…無科

D〉申込み…電話またはハガキ

で〒271松戸市小根本7千葉

県東葛飾支庁社会福祉課社

会係(361 ―2111内線155番)

下請中小企業調整円滑化資金のご案内

a 融資 対象者…県内に事務所ま

たは率業所を有し1年以上

引き続き同一率業を営んでい

る下請け中小企業者で千 葉県

中小企業振興公社の認定を受

けた人

a 融資利率…年4.6%

c〉融資限度額…①運転責金2,0(川

万 円以内②設備資金3,0〔〕0万円

以内

c〉融資期間…①5 年 以内②7 年

以内

信用保証料…年0.9%( う ち県

で0.4% 以 内 の補助)

保 証人…辿帯保証 人1 人以上

融資受付機関…商工会議所、

信用保証協会、県金融課

申込受付期限…64 年3 月3 に|

(金)

詳 細…商工会議所064-3111

番 、県金融課00472 ―23 ―27

07 番

指さし防火で火災ゼロ

保健セミナー講演会

「心も体もいい女に」

- さわやかな更年期を迎え

るために今、あなたは-

E>日時…12月9 日(金)午前10時

~正午( 午前9 時30分から受

け付け)

E〉会場…常盤平市民センター

E〉費用…無料

E〉講師…日本家族計画センター

クリニック所長・北付邦夫氏

r>定員…先着200人

r〉詳細…健康管理課常盤平方山

保健室S84 ―1333番

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会

マ
日
時
こ
十
二
月
十
六
貝

金
羊

後
七
時
~
九
時

会
場
=
・
婦
人
会
館
実
習
室

マ
費
用
・
三

千
円
(
教
材
費
)

マ
詳
細
・
=
ス
ウ
ィ
ー
ト
ピ
ー
ク
ラ

ブ
・
遠
藤
'一一
4
5
-
4
8
5
4

番

国
保
松
戸
市
立
病
院

子
供
の
冬
期
眼
科
検
査
は
予
約
制

▽

期
間
二
十

二
月
二
十
四
日

呈
)

⊥
(

十
四
率
一
月
十
日
(
火
)

マ
内
容
・
=
幼
児
三
歳
以
上
、

小

・
中
学
生
の
斜
視

、
弱
視

、

視
力
、
屈
折
異
常
な
ど
の
倹
杏

マ

予
約
受
付
・・
十

二
月
五
日

月
)

か

ら
眼
科
外
来
で

電
話
で
の

Å

受
け
付
け

定

員
で
締
め
切

り
)

マ
受
付
時
間
・・
牛

後
二
時
～
四
時

土
・
日
、
十
二
月
二
十
八
日
一

六

十
四

年
一
月
四
日
は
除
く
)

マ

詳
細
=
・
国
保
松
戸
市
立
病
院
眼

科
外
来

四
6
3
-
2
工
7
工

内
線

1
1
3
4

番



市民

会館

ホー

ル市

民劇

場

今月の

おもな

催し物

ジ
ャ
ズ
体
操
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
)

市 民 劇 場 市民会館ホール

期日 内 容 開演時間 期日 内 容 開演時間

9 刪 定期演奏会 17:30 6(火)
松戸市民

クリ スマス
17:30

10(土)

未来こども劇場

児童劇公演

「カチカチ山・

こぶとり

じいさん」☆

10:30

14:00

10(土)
定 期演奏会

(バンド)
16:30

11([])ピアノ発表会 14:00
11(日)
松戸民謡協会

民謡・民舞大会
10:00

16刪
クリスマス

コンサート
18:30 18旧)

第九コンサート

☆
15:00

20(火)

民音

胡弓と

シンフォニック

キーボード

の詩情☆

18:30
18旧) ジャズダンス

発表会
16:00

21冰) コン サート 15:00

24山

干葉工大

グリークラブ

定期演奏会 ☆

18:00

24(土)
ピアノ、エレク

ト ーン発表会
14:00

市民会館・市民劇場とも、休館囗は月曜日です。

☆印のついている催し物は有料です。

詳細…市民会館S68-1237~8 番、市民劇場Q68-0070 番

都
道
府
県
や
市
町
村
な

ど
は
、
私
た
ち
が
豊
か
で

健
康
な
暮
ら
し
が
で
き
る

よ
う
に
、
広
い
範
囲
に
わ

た
る
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
た
く

さ
ん
の
費
用
が
必
要
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
資
金
は

み
ん
な
で
出
し
合
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ

れ
が
税
金
で
す
。

な
か
で
も
住
民
税
は
、

私
た
ち
の
生
活
に
身
近
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た

め
の
大
切
な
資
金
で
す
。

べ

ん

り

な

豆

知

識

市
政
を
支
え
る住民税

道

府

県

民

税

と

市

町

村

民

税

都
道
府
県
や
市
町
村
の
仕
事
は
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
直
接
結
び

つ
い
た
身
近
な
も
の
ば
か
り
で
す

か
ら
、
そ
の
資
金
と
な
る
地
方
税
。

も
、
な
る
べ
く
多
く
の
住
民
で
分

担
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
わ
け
で

す
。住
民
税
は
、
こ
の
よ
う
な
地
方

税
の
性
格
を
最
も
よ
く
表
し
て
い

る
税
金
で

、
一
般
に
道
府
県
民

税
(
千
葉
県
で
は
県
民
税
)
と
市

町
村
民
税
(松
戸
市
で
は
市
民
税
)

を
合
わ
せ
て
住
民
税
と
よ
ば
れ
て

い
ま
す
。

個

人

の

住

民

税

と

法

人

の

住

民

税

住
民
税
は

、
私
た
ち
住
民
が
そ

れ
ぞ
れ
の

都
道
府
県
や
市
町
村
に

納
め

る
も
の
で

す
が
、
住
民
に
は

個
人
だ
け
で

な
く
法
人

も
含
ま
れ

ま
す
。

均

等

割

・

所

得

割

と

利

子

割

住
民
税
は
、
税
金
を

負
担
す
る

能
力
の
あ
る
人
が
均
等
の
額
で
負

担
す
る
均
等
割
と
、
そ
の
人
の

所

得
金
額
に

応
じ
て
負
担
す

る
所
得

割
(
法
人
の
場
合
は

法
人

税
割
)
、

支
払
い

を
受
け
る
利
子
な

ど
の
額

に
応
じ
て

負
担
す
る
利
子
割
(

道

府
県
民
税

の
み
)

の
三
つ
か
ら

構

成
さ
れ
て
い

ま
す
。

道

府

県

民

税

利

子

割

利
子
な
ど
の
支
払
い
、
ま
た
は

そ
の
取
り
扱
い
か
ず
る
人
の
営
業

所
な
ど
で
、
都
道
府
県
内
に
あ
る

も
の
を
通
じ
て
利
子
な
ど
の
支
払

い
を
受
け
る
人
(
個
人
お
よ
び
法

人
)
は
、
そ
の
利
子
な
ど
の
額
に

応
じ
て
、
税
率
五
%
で
道
府
県
民

税
利
子
割
を
課
税
さ
れ
ま
す
。

個

人

の

住

民

税

と

所

得

税

の

比

較

個
人
の
住
民
税
は
、
住
民
に
と

っ
て
身
近
な
仕
事
の
費
用
を
そ
れ

ぞ
れ
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
分
担

し
合
う
も
の
で
す
か
ら
、
所
得
税

(国
税
)
よ
り
も
納
め
る
人
の
範

囲
は
広
く
、
一
方
、
税
率
は
低
く

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
個
人
の
住
民
税

を
納
め
る
人
の
多
く
は
、
実
際
の

一
年
間
の
税
額
合
計
を
比

べ
る
と
、

所
得
税
よ
り
低
く
な
り
ま
す

。

し
か
し
、
個
人
の
住
民
税
の
方

が
高
く
感
じ
る
の
は
、
所
得
税
は

ボ
ー
ナ
ス
か
ら
も
源
泉
徴
収
さ
れ

る
の
に

対
し
て

、
個
人
の
住
民
税

は

毎
月
の
給
料
か
ら
だ
け
納
め
る

し

く
み
に
な

っ
て
い

る
か
ら
で
し

詳
細
・
:
市
民
税
課

夫婦子供2人のサラリーマン(年収400万円)の所得税と住民税の比較(単位:円)

区 分 年間 税額合計

内 訳

月給からの徴 収分 ボーナス ・

年末調整に

よる徴収分月 額 年 間

所 得 税 94,000 2,590(2,470) 30,600 63,400

個人の住民税 72,200 6,000 72,200 -

給与の収入

金 額

年 収 給料月額 1 年間の月給
の 合 計

1 年 間のボー
ナ ス の 合 計

4,000,000 235,294 2,823,528 1,176,472

() は9月1日から12月3旧 までの改正分です。

1. 所得税は63年分、個人の住民税は63年度分です。

2. ボーナスは月給の5 ヵ月分としています。

3. 所得税は一定の社会保険料控除を見込んでいます。

4.個人の住民税には均等割2,700円を含め、月額の最初の

月(6 月分)は6,200 円になります。

おばあちゃんのプレゼン卜

竹ヶ花にこどもの遊び場

市内で110 ヵ所目に当たる「は

まのこどもの遊び場」が、このほ

ど竹ヶ花に完成しました。

これは、近くに住む浜野むめさ

ん(87 歳) から寄付された用地を

市が整地し、大型すべり台やイス

フランコ、スプリング遊具などを

設置したもので、市民から土地を

寄付されたこどもの遊び場は初め

てです。

以前から子供たちが遊ぶこの場

所は、だけ地のために危険でした

が、安全なこどもの遊び場に生ま

れ変わって地元の人たちも大喜び。

早速、子供たちは、思い思いの

遊びに興じていました。大喜びで遊ぶ子供たち

竹ヶ花

浜 野 む めn

私
は
、
子
供
が
大

好
き
な
の

で
、
子
供
た
ち
の

た
め
に

な
る

な
ら
と
、
土
地
を
寄
付
し

ま
し

た
。こ

こ
は
、
私
の
家
の

す
ぐ
裏

な
の
で
、
毎
日
、
元

気
巳
遊
ぶ

子
供
た
ち
の
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
つ
ど
の
歴
史

小
金
城
主

高
城
氏

剛

室
町
時
代
に
入

る
と
、
松
戸
地
心

は
、
千
葉
氏
支
族
の
原
胤
房
を
始
め

と
す
る
原
氏
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と

な
り
ま
す
。

そ
し
て
戦
国
時
代
直
前
の
寛
正
元

年
二
四
六
〇
年
)
に
な
る
と
、
原
氏

の
一
族
の
高
城
氏
が
こ
の
地
方

を
心

配
し
ま
す
。
以
来
高
城
氏
は
、
戦
国

時
代
終
末
の
天

正
十
八
年
(

一
五
4
1
.

0
年
)

ま
で

存
続
し
ま
す
。

高

城

氏

誕

生

の

地

肥

前

と

紀

州

高
城
氏
が
千
葉
氏
あ
る
い
は
原
氏

か
ら
ど
の
よ
う
な
経
過
を
も
っ
て
誕

生
し
た
か
に
つ
い
て
は

、
高
城
氏
の

一
族
で
大
谷
口
の
小

金
城
を
縄
張
り

(
設
計
工
事
し
た
阿
彦
丹
後
入
道
海

意
の
子
孫
で
あ

る
八
木
原
五

右
衛
門

が
正
保
三
年
二
六
四
六
年
)
に
編
さ

ん
し
た
小
金
城
主
高
城
家
之
由
来

‘

正
式
の
書
名
は
不
明
)
が
あ
り
、
お

お
よ
そ
次
の
ぶ
つ
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
(
建
武
二
年
二

三
三
五
年
)
に
汀

州
(
滋
賀
県
)
三
井
寺
に

戦
死
し
た
宗

胤
千
葉
介
頼
胤
の
長
男
)
に
は
子
供

が
二
人

あ
り
、
兄
は
大

隅
守
胤

貞
(
九

州
千

葉
氏
の

祖
)

と
い
い
、
弟
は
新

介

高
胤
と
い

っ
た
。
共
に

南
朝
方
に

あ
っ
て
新
田
氏
や
菊
池
氏
と
力
を
合

わ
せ
て
北

朝
方
と
戦
っ
た
。
高
胤
に

は
後
に
原
氏
を

名
乗
る
親

胤
と
高
城
氏
の
祖
と

な
る

胤
雅
が
い
た

。
胤

雅
は
ひ

と
こ
ろ
肥
前
国
(
佐
賀
県
)

佐
嘉
郡
の
高
城
村
(
現
在

の
大
和
町
)

に
居
住
し
た

の
で

、
そ
れ
以
来
高
城
を

名
乗
る
よ

う
に
な

っ
た
」
。

佐
賀
市
北
隣
り
の
肥
前

国

府

矢

和
町
)

を
一
望

に
見
下
ろ
す
北
側
山
地
に
高
城
の
地

が
あ
り
、
頼
胤
が
小
城
の
晴
気
城
に

居
住
し
た
文
永
七
年
(
匸
一
七
〇
年
)

に
建
立
し
た
と
い
う
臨
済
宗
高
城
寺

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
地
方
に
は
千
葉
一
族

の
軍
神
妙
見
社
が
多
い
こ
と
、
三
日

月
の
地
名
が
あ
る
こ
と
、
胤
貞
の
構

え
た
小
城
町
の
千
葉
城
(
地
元
の
呼

称
)
跡
に
須
賀
神
社
が
あ
り
、
こ
れ

が
実
は
高
城
氏
の
信
仰
し
た
牛
頭
天

天

八
坂
神
社
)で
あ
っ
た
こ
と
な
ど

興
味
つ
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

高
城
氏
が
、
先
に
下
総
へ
帰
住
し

て
い
た
本
家
筋
の
原
一
族
の
も
と
へ

帰
っ
だ
の
は
、
南
北
朝
の
争
い
も
終

わ
っ
た
正
長
元
年
(一
四
二
八
年
)の

こ
と
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

ま
た
高
城
氏
は
、
下
総
帰
住
の
際

に
安
蒜
、
齊
藤
、
藤
田
な
ど
の
多
く

の
冢
臣
た
ち
を
引
き
連
れ
て
栗
ヶ
沢

に
入
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
期

に
つ
い
て
は
、
正
長
元
年
と
寛
正
元

年
の
二
説
が
あ
り
ま
す
。

本
土
寺
過
ま
帳
の
十
九
日
の
項
に

は
、
永
享
九
年
二

四

二
七
年
)六
月

高
城
四
郎
右
衛
門
、
ク
リ
カ
サ
フ
の

記
載
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
る
い
は

寛
正
元
年
説
は
二
度
目
の
栗
ヶ
沢
入

り
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

(
参
考
資
料
・
松
下
邦
夫
著
「
松

戸
の
歴
史
案
内
」
)

北小金駅南口の八坂神社跡(現在

は移転しています)



サ
ー
ク
ル

鎌

倉

彫
桂

雅
会

鎌
倉
彫
は
、
木
に
さ
ま
ざ
ま
な

デ
ザ
イ
ン

を
彫
り
込
み

、
う

る
し

を
塗
っ
て

仕
上

げ
た

も
の
で

、
盆

や
皿

、
手
鏡
な
ど
、

身
の

回
り
品

に

多
く
あ
り
ま
す

。

鎌
倉
彫
桂

雅
会
は
、
四
十
六

年

九
月
に
成
人
学
校
教
室
と
し
て

発

足
し

ま
し

た
。

現
在
、
会
員
数
は
約
五
十
人

。

三

十
代

か
ら
五
十
代
の
主
婦

が
中

心
で

す
が
、
近

ご
ろ
は
、
男

性
会

員
も
増
え
て

来
て

い
ま
す
。

趣
味
の
会
で

す
か
ら
、
あ
く

ま

で

親
睦

が
第
一
で
す
が
、
木
を
彫

っ
て
い

る
と
き
は
無
心
に
な

っ
て
、

自
分

自
身
の

世
界
を
持
つ
こ
と
が

で
き

ま
す

。

手
先
を
使
う
仕
事
な
の
で

、
お

年
寄
り
に
は
、
頭
の
老
化

を
防
ぐ

趣
味
と
し
て

も
最
適
で
す

。

「
彫
る
」
と
い
う
こ
と

を
通
し

て

、
物
を
よ
く
「
見
る
」
よ
う
に

も
な
り
ま
す
。
彫
刻
作
品
や
自
然

の

花
、
木
の
表
情
が
、
そ
れ
ま
で

と
は

違
っ
た
目
で

見
ら
れ

る
よ

つ

に

な
る
の
で

す
。

会
員
の
作
品
は
、
十
回
展
ま
で

は

毎
年
、
そ

れ
以
後
は
隔
年
の
作

品

展
で
展
示
し
て

い
ま
す
。

今
、
会
員
た
ち
は
、
来
年
初
夏

の
作
品
展
を
目
標
に
、
さ
ら
に
、

記
念
す

べ
き

「
二

十
周
年
展
」
へ

向
け
て
、
夢

を
ふ

く
ら
ま
せ
て

い

る
と
こ
ろ
で

す
。

鎌
倉
彫
の
展
覧
会
を
見
て
、
い

い
な
と
思
っ
て
始
め
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
木
彫
り
を
や
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
鎌
倉
彫
は
自

分

で
使
え
ま
す
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

し
て
も
喜
ば

れ
ま
す

。

今
年
で
十
三
年
目
に

な
つ

ま
す

が
、
デ

ザ
イ
ン

も
自
分
で

し
ま
す

し
、
普
通
は

専
門
家
ご
ま
か
せ
る

う

る
し

塗
り
も
で

き
る
よ

う
に
な

り

ま
し

た
。

マ

連
絡
先
…
二
村
{
-
8
7
-
5
8
1

2
番

牧

の

原

二
村
寿
美
子
で

なごやかな中にも真剣な雰囲気が

歯を大切に

歯槽膿漏 の

症状と進み方

歯
槽
膿
漏
っ
て
ど
ん
な
病
気
?

歯
槽
膿
漏
は
、
虫
歯
と
同
じ

よ
う
に
た
く
さ
ん
の
人
が
か
か

り
ま
す
。

歯
が
侵
さ
れ
る
虫
歯
に
比
べ

歯
の
植
わ
っ
て
い
る
周
囲
の
骨

と
歯
ぐ
き
が
侵
さ
れ
る
の
で
、

放
っ
て
お
く
と
、
知
ら
な
い
う

ち
に
ポ
ロ
リ
と
歯
が
抜
け
て
し

ま
い
ま
す
。

そ

の

症

状

は
?

歯
ぐ
き
が
ム
ズ
ム
ズ
す
る
、

歯
ぐ
き
か
ら
血
が
出
や
す
い
、

歯
ぐ
き
が
赤
く
ブ
ヨ
ブ
ヨ
し
て

い
る
、
歯
ぐ
き
の
ふ
ち
を
押
す

と
ウ
ミ
が
出
る
、
歯
が
浮
い
て

噛
め
な
い
、
口
が
ね
ば
っ
て
口

臭
が
す
る
、
歯
が
長
く
な
っ
た

よ

う
に
見

え
る
な
ど
で

す
。

病

気

の

特

徴

は
?

だ
い

ぶ
悪
く
な
る
ま
で

、
あ

ま
り
痛
み

か
お
り
ま
せ
ん

。

こ
の

た
め
気
付
か
な
か

っ
た

り
、
気
付
い
て

も
放

っ
て

お
く

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

患
っ
て
十
年
、
二
十
年
た
っ
て

し
よ
う
こ
と
も
多
い
よ

う
で

す
。

そ

の

原

因

は
?

歯
や
歯
ぐ
き
に
つ
く

歯
框
膿

漏
菌
に
よ

っ
て
お
こ
り

ま
す
。

こ
の
細
菌
は
、
歯
垢
の

中
に

何

億
と
い
る
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
噛
み
合
わ
せ
の

時
に
特
に
強
い
力
が
か
か

っ
て

負
担
の
ま
い
歯
や

、
歯
並
び
が

凸
凹
し
て

い
た
り

、
囗
で

息
を

す
る
場
合
も
か
か
り
や

す
く
な

り
ま
す
。
(
松
戸

歯
科
医
師
会
)

ハ

イ

こ

ち

ら

内

線

6

0

0

番

まちの話題をお知らせ下さい。

常
盤
平

岡
本

秀
子

で

ヨ
ー
ガ
数
室
ご
参
加
し
ま
し

た
。
ヨ
ー
ガ
は
今
回
が
初
め
て

で
す
。
ふ
だ
ん
使
わ
な
い
筋
肉
を
使

う
の
で
、
体
が
の
び
た
感
じ
で

気
持
ち
が
い
い
で
す
ね
。

気
軽
に
で
き
る
の
で
、
家
で

も
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自分の健康は

自分で守る

第10回市民健康づくりの集いに

1万4千人参加

市民全体の健康を願って、今年で10回目を迎えたヘル

スパイオニアタウン事業「市民健康づくりの集い」が、

11月11日(金)から13日(日)までの3日間、市民会館をは

じめ市内各会場で行われました。

今年の参加者は、昨年より964人多い14,020人。

ここ常盤平体育館ではサークル体験として卓球・太極

拳・ヨーガ・フォークダンスなどの教室が開かれ、たく

さんの参加者が気持ちよく汗を流しました。
ヨーガ教室（左上）と太極挙教室

サ
ー
ク
ル
会
員

募
集

松

戸

少

年

ラ

グ

ビ

ー

ス

ク

ー

ル

マ
日
時
…

毎
週
日
曜
日
、

午
前
九
時

～
正
午

マ
会
場
・
・
松
戸
自
衛
隊
グ
ラ
ウ
ン
ド

マ
対
象
・
=
小
学
生

マ
費
用
二
・
月
千
円
(

入
会

金
千
円
)

マ
詳
細
・
:
田

囗
容
4
2匚
卜
8
8
4

番

彩

版

画

グ

ル

ー

プ

(
創

作

木

版

画
)

マ
日
時
=
・
毎
週
木
曜
日
、
午
後
一
時

上

二
時

▽
会

場
…

稔
台

市
民
セ
ン
タ
ー

▽
費
用
…

月
三
千
円
(
入

会
金
な
し
)

▽
詳
細
:
坂

本
黛
ｙ

匚
＆
6
4
0

番

女

声

合

唱

団

チ

ェ

チ

ー

リ

ア

マ
日

時
…

毎
週
木
曜
日
、

午
前
十

時

～
午
後
一
時

マ
会
場
…

市
民
会
館
音
楽

室

マ
費
用
・
・・
月
三
千
円

久

会
金
千
円
)

マ
詳
細
・
・
大

胡
四
4
6
Å
1
3
7

番

あ

か

し

や

手

工

芸

つ

ま

み

画

研

究

会

マ
日
時
=
・
毎
月

第
二
・
第
四
火
曜
日

午

前
十
時
~

正
午

▽
会
場
・
:
常
盤
平

市
民
セ
ン
タ
ー

マ

費
用
=
・
月
千
円
(
入
会
金
千
円
)

マ

詳
細
・
=
蜷
川
四
8
8
卜
7
3
6
5

番

松

戸

ギ

タ

ー

ク

ラ

ブ

▽
日

時
…

毎
週

水
曜
日
、
午
後
六
時

～
九

時

会
場
…
市
民
会
館

マ
費
用
・
・
・
月
千
五
百
円
(
入
会
金
五

百
円
)

マ

詳
細
=
・
佐
藤
公
4
2匚
6
6
6
7

蓉

ペ

ン

習

字

マ
日
時

…

毎
月

第
二
・
第
四
水

曜
日

、

午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
三
十
分

会
場
市
民
会
館

マ
費
用
・
:
月

千
五
百
円

入

会
金
千

五
百
円
)

▽
詳
細
・
=
譲
原
4
2
レ
フ
2
6
↓
泳

勤

労

者

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

マ
日
時

…
毎
週
日

曜
日

、
午
後
四

時

～
五
時

マ
会
場
・
:
稔
台

市
民

セ
ン
タ
ー

マ

費
用

…
月
千
円
(

入

会
金
千
円
)

マ

詳
細
・
:
つ

ぼ
ね
四
8
7匚
4
1
8
7

番
(

午
祟
(

時
以
後
)

太

極

拳

「

み

の

り

会

」

マ
日
時
・
=
毎
週
金
曜
日
、
午
後
七
時

~
九

時

マ
会
場
=
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
費
用
・
=
月
三
千
円
(
入

会
金
な
し
)

マ
詳
細
・
=
大
井
？

ヤ
4
6
0
9

番

土

曜

会
(

油

絵
)

マ
日
時
=
・
毎
週
土
曜
日
、
午

前
十
時

~
正
午

マ
会
場
子

稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー

マ
費
用
・

月
五
千
円

入

会
金
な
し
)

▽
詳
細
・
:
坂
本
黛

￥
6
6
4
0

番

小

金

ペ

ン

習

字

マ
日
時
・
毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日
、

午
後
七

時
~
九

時

会
場
小
金
市
民
セ
ン
タ
ー

マ

費
用
=
・
月
千
五
百
円
(

入
会
金
千

五
百
円
)

マ

詳
細
二
・
円

山
？

乱
卜
4
4
1
4

番

三

彩

の

会

(
日

本

画
)

マ
日
時
・
:
毎
月
第
・
第
三
水
曜
日

午
前
十
時
~
午
後
一
時

会
場
…
市
民
会
館

マ
費
用
・
:
月
二
千
五
百
円
(

入
会

金

五
百
円
)

マ
詳

細
二
・
堀
井
照

叩
7
0
5
4

番

葵

会

小

唄

三

味

線

矢

切

教

室

▽
日
時
・
・・
①
小
唄
毎
週
水

曜
日

、
②

三
味
線
毎
週
金
曜
日
、
各
午
後
一

時
～
四
時
(

月
四
回

ま
で
)

会
場
矢
切
公
民
館

マ
費
用

ご・
①
月
二
千
円

、
②
月
三
千

円

入

会

金
各
千
円
)

マ

詳
細
・・・
森
田
黛

叩
3
3
9
6

番



通 り魔に注 意

幼児を狙った連続通り魔事

件が発生しています。次のこ

とに十分注意して下さい。

●小さなこどもたちだけや 人

通りの少ない所で遊ばせない。

●小さなこどもに近づいたり、

子どもの遊び場 付近や住宅

街でうろつ く不審な人をみ

かけたときは、警察へ連絡

してください。

E〉連絡先…松戸市防犯協会連

合会(安 全課) 、松戸警察署

S67-1111 番 、松戸東警察

署042-3111 番

文化ホール映画会

日時…12月17日(土)午後2 時

30分~4 時

会場…文化ホール

内容‥.[サンタのいないクリ

スマス]「おむすびころりん」

対象…小学生以上

定員…先着30人

申込み…当日会場で

詳細…文化ホール2567-7810番

野鳥観察会「八柱霊園」

日時…12月11日(日)午前8時30

分武蔵野線新八柱駅前または

午前9 時 八柱霊園入口に集合

場所…八柱霊園

内容…松戸の冬鳥

用意するもの…筆記具 ・観察

用具 ・防寒具

詳細‥・公園緑地課小鳥を呼ぶ係

チャリティーニット大バザー

日時…12月8 日(木)午前10時

~午後5 時

会場…小金原体育館玄関

品物…男女セーター・カーデ

ィガンほか

詳細…編物文化協会・安達容

43-6898 番

映 写 会

「幸福 の黄色 いハンカチ」

日時…12 月14 日(水) 午 後1 時

から

会場…東部老人福祉センター

対象…市内在住の60歳以上の人

主演…高倉健

詳細…東部老人福祉センター

S92-3701 番

もよおしもの

松戸史談会

八柱・千駄堀史跡めぐり

日時‥・12月11日(日)午後1時

新京成線八柱駅集合[ 雨 天の

場合は18 日( 日)]

コース…八柱駅一白髭神社一

徳蔵院一金ヶ作陣屋跡一八坂

神社一陣屋橋一安蒜家長屋門

一圓能寺一高札場跡一香取神

社一庚申塔一土屋家長屋門と

土蔵一松戸新田駅( 徒 歩約3

km 、約3 時間30 分)

費 用…資料代300 円

申込み…当日集合場所で

詳細…神尾Q41-2458 番01

日は 午後に)

こども映画大会

日時…64年1 月6 日(金)午前

10時~正午と午後2 時~4 時

の2 回

会場…市民会館

内容…「ミッキーマウスとゆ

かいな仲間たち」「クマのプー

さん」「鉄腕アトム」は力ヽ

対象…小中学生と保護者

費用…無料

定員…各回1,200人(先着順)

申込み…往復ハガキに住所・

氏名・電話番号・午前午後の

別・希望人数を記入し、〒271

松戸市張本387-5 松戸市役所

こども課育成係へ

わかばまつり(もちつき大会)

日時…12月11日(日)午前10時

~午後2 時30分

会場…精神薄弱者通所更生施

設・わかば園(金ヶ作276-25

Q84-0165 番)

当日は、園生の作品即売など

も予定しています。

お客様にも向くお正月料理

日時…12月9 日(金)午前10時

~午後2 時

会場・‥婦人会館

費用…1,500円(材料・試食代)

定員…24人

詳細…松戸友の会・藤井Q63

一7622番

愛の献血

日 時 場所 時間 主催

12/12

側
JR 松戸駅東口

午前10時
S

午後4時

松戸市

詳細…健康管理課業務係

三種混合予防接種

三種混合( 百日せき・ジフテ

リア・破傷風) 予防接種を下記

日程のとおり行います。

第1 期(3 回接種) と第2 期

(1 回接種) を終かっていない

人で、問診票を持っていない人

は、下記要領のとおり申し込ん

で下さい。

申し込みをする人( 問診票の

ない人) …第1 期=2 歳以上

6 歳未満の人で、1 期3 回が

終わっていない人。第2 期=

6 歳未満の人で、1 期3 回が

終わって1 年以上たっている

人。ただし、6 歳以上7 歳6

ヵ月未満の人は、1 期3 回目

が終わって1 年から1 年6 ヵ

月の間であれば受けられます。

申し込まなくてもよい人…第

11期=61年8月1日~11月30

日生まれ・第2 期=60 年4 月

1 日~7 月31日生まれで11月

末までに住民登録してある人

は12月下旬に通知しますので

申し込む必要はありません。

以前の問診票を持っている人

は、そのまま使用できますの

で日程表を見て受けて下さい。

車での来場はご遠慮下さい。

成人学校「四季の味覚」

パートVI一冬-

日時…64年1 月12日・26日、

2月9 日・23日、3月9 日・23

日の各木曜日に午前10時~午

後1 時

会場…小金市民センター

内容…1月「ブリ・大根ほかを

使って」2月「タラ・白茱ばか

を使って」3月「アスパラ・ウ

ド・菜の花ほかを使って」

費用…6,000円(6 回分全納)

定員…20人

申込み…12月15日(木)必着で

往復ハガキに住所・氏名・年齢

・電話番号を記入して、〒271

松戸市根本387-5 松戸市教育

委員会社会教育課成人教育係

へ(応募多数の場合は抽選)

スポーツ 市民冬休み短期スケート教室

日時…12 月26日(月)・27日(火)

・28 日(水) 、午前8 時30 分~

9 時30 分

会 場…新松戸スターランド・

スケートリンク

対象…市内在住・在勤者( 幼

稚園児以上)

定員…150 人

内容…フィギュアスケート

費用…1 人2,700 円( スポーツ

保険料・貸し靴代など)

申込み…12 月25 日(日) までに

ハガキに住所・氏名・年齢・

電話番号〔中学生以下は保護

者の承諾( 署 名・捺印) 〕 を

記入し、〒270 松戸 市ニッ木

3 松戸市スケート連盟(Q41

-2121 番) へ

当日申し込みも可

おし

らせ

市役所(66)1111・ 常盤平支所(87)2131

小 金支所(41)5101・ 小金原支所(44)4151

六実支所(85)0113# 馬橋支所(45)2131

新松戸支所(43)5111・ 矢切支所(62)3181

東 部支所(92)3061

スキー市民大会

(兼県民スキー大会代表選考会)

期日…64 年1 月29 日( 日)

会 場…浅貝スキー場

対象…小学生以上の一般市民

種目…回転競技

費用…個人戦2,000 円 、団体戦

(1チ ーム10 人ま で)10,000 円

申 込み…64 年1 月7 日(二L)ま

でに、電話で松戸市スキー連

盟・高橋H62-1800 番へ

スリムコース募集

肥満解消の生活ガイド

内 容 テーマ 方法 講師

肥満のメ

カニズム

なぜ太るのが? 太らない

食べ方のポイント
講 話
保健婦栄養

士

食 事

私の造量

組み合わせのいろいろ

私の1食分再チェック
調理実習 栄養士

運 動

ライトエアロビクス

(毎月曜日)、ほがこシエ

イアップ体操・ヨーガ・

エアロビクスダンスから

目由選択

(週3回を目標に実施

実技 運動指導員

松戸市成人式

日時…64 年1 月15 日( 成 人め

日)

会 場…市民会館大ホール

対象…昭和43年4 月2 日~44

年4 月1 日の間に生まれた市

内在住の人

案内状…12月中旬に対象者あ

てに送イ寸します。

12月1 日以降に転入された人

は、電話で連絡して下さい。

詳細…社会教育課青少年婦人係

全障研 クリスマ ス会

障害児(者)と共に楽しみましょう

日時…12月18日(日)午後2 時

~3 時

会場…市民会館301号室

費用…障害児(者)は無料、一

般500円(200円程度のプレゼ

ントを用意して下さい)

詳細…障害者問題研究会松戸

サークル・金田a45 一9380番

のぞみ学園作品展示会

日時…12月6 日(火)・7日(水)

午前9 時~午後4 時30分

会場…市役所1 階本館・新館

連絡通路

内容…陶芸・木彫・縫製作品

約300点

詳細…市立のぞみ学園( 総合

福祉会館内)Q68-1241 内線

38番

松戸市七草マラソン

種 目 距離 対 象

一般男子
1 部

10km 市内在住・在勤・在学者

一般男子

2部

5Km

市内在住・在勤で
39歳以下の人

壮年の部
市内在住・在勤で
40歳以上の人

中学男子
市内在住・在学の
中学2・3年生

中学1 年
男 子

市内在住・在学の
中学1 年生

中学女子

3km

市内在住・在学の
中学生

一般女子 市内在住一在勤・在学者

市外の部 10劬 市外から参加する人

日時…64 年1 月7 日(土) 午 前

8 時受け 付け 、9 時 開会式

会場…専修大学松戸高校

費用…一般・壮年の部300 円 、

市外の部400 円

申込み…12 月20 日( 火) までに、

所定の用紙に種日・氏名・住

所・所属( 会社名など) ・ 生

年月日を記入し、背用を添え

て教育委員会社会体育課・運

動公園市民スポーツセンター

・小金原体育館・常盤平体育

館の各窓日へ

車での来場は、ご遠慮下さい。

詳細…社会体育課指導係

初心者硬式テニス教室

日時…64年1 月15日~2 月19

日の日曜・祝日(計8回)、

午前9 時~10時30分または午

前10時45分~午後O 時15分

会場…栗ケ沢公園庭球場

対象…市内在住の初心者

定員…60人

費用…6,000円(8 回分)

申込み…12月10日(土) 必着

で、往復ハガキに住所・氏名

・電話番号・返信用あて名を

記入して、〒270 松戸市小金

原1-2-1 松戸市テニス協会

・平水晧弌(S43-1994 番)へ

日時…64 年1 月19 日から3 月

23 日 までの毎週月・木曜日。

月曜日は午後1時30 分~3 時 、

木曜日は午前10 時~正午

会場…健康増進センター

費用‥調理実習時は材料費400

円、運動実技時は使用料300円

定員…40 人

対 象…市内在住・在勤の人で

健康増進センターの医学検査

を1 年 以内に受診した人( 該

当しない人は検査を受けてい

ただきます)

申込み…12 月6 日( 火)午 前9

時 から直接または電話で健康

増進センター登65-5588 番へ

ハガキ要領

日 程 表

会 場 期 日

衛 生 会 館 1/9月) 2/13(月) 4/3回

五香市民センター 1/11祟 3/1團 4/18(火)

松飛台市民センター 1/9(H) 2/27n 4/10叨)

小金北市民センター1/疱 2/20§ 4/10目

東部市民センター 1川團 2/21図 4/13困

馬橋東市民センター
1/101火) 3/1冰) 4/17目

健康増進センター 1/10(火 3リ(火) 4/11(刈

常盤平市民センター 1/ 劒 2/16内 4/6困

明市民センター L.「11伽 3/2困 4/13内

古ヶ崎市民センター 1/6愬 2/22團 4/7圀

稔台市民センター 1/13!$)3勹由 4/11C刈

小金原市民センター 1/12困 2/23困 4/5冰)

新松戸市民センター
1<12困 2/23Ⅲ 4/13困

小金市民センター 1/6愬 2/17嚠 4/6 困

常盤平市民センター 1/攜水) 3/8唄 4/20困

馬橋市民センター UI 吶 2/28(火) 4/14宙

六実市民センター別館1/13a 2/24(匐 4/14削

二 十 世 紀 が 丘
市 民 セ ン タ ー 1/17吠) 2/20(月) 4/14忠

時間…午後1時15分~2時30分

詳細…保健術生課予防衛生係
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